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１．サステナビリティ・ウィーク 2011 の概要 １．サステナビリティ・ウィーク 2011 の概要



本年の特徴 

・開催テーマ ： ひとり一人が再考する 

・企画実施期間： 2011 年 9 月 25 日～12 月 3 日 
- コア期間：2011 年 10 月 24 日～11 月 6 日 

・企画数   ： 47 企画 

・参加者数  ： 9,895 人 

・特筆事項    ：  
- 2011年3月11日に東日本大震災と福島第一原子力発電所事故が起

き、東北地方のみならず世界に被害をもたらした。これをきっかけ

に、望まれる社会とはどのようなものか、ひとり一人にできること

は何かを再考する機会を提供すべく、当年のテーマを決定した。 
- 福島第一原子力発電所事故を理由に、来日者数の減少が予想された。

そこで、世界のどこに居てもサステナビリティ・ウィークに参加で

きる新たな企画の開発に迫られ、インターネット・フォーラム

「GiFT ～Global Issues Forum for Tomorrow～」が発案された。

初年度は試験的に日本国内の居住者を対象に定め、日本語運用可能

なソーシャル・ネット・ワーキングサービス（SNS）を駆使して取

り組んだ。10 月 30 日には、北海道大学の 12 人の研究者が、現代

の課題についての考えをインターネット生放送で発信し、聴衆者か

ら質問やコメントを受け付けた。 

- フィンランド国が 2011 年に北海道大学内に「フィンランドセンタ

ー北海道事務所」を開設し、2012 年に北海道大学がヘルシンキに

オフィスを設置することから、今後の協働関係を発展させるべくフ

ィンランドの諸機関と共催して「北海道－フィンランド・デイズ」

と冠した 4 つの行事を初めて開催した。 
- 2008 年に世界の 34 大学によって採択された「札幌サステイナビ

リティ宣言」を具現化すべく同年 11 月開設されたサステイナブル

キャンパス推進本部は、開設以来はじめて「サステイナブルキャン

パス国際シンポジウム」を 10 月 26 日に開催した。ところ、国内

外から 162 名が参加した。 
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北海道大学 総長 佐伯 浩

総長あいさつ

東日本大震災で大きな被害を受けられたすべての

方々に、深くお見舞い申し上げます。また、救援活動

に尽力されている方々に、この場をお借りしまして心

より敬意を表します。一日も早い復興のため、本学と

しましても総力を挙げて支援にあたらせていただく所

存です。

この度の大震災により、私たちが自然の猛威と常に

隣り合わせに生きているということを改めて気付かさ

れました。人は決して自然を支配することはできませ

ん。しかしながら、ひとり一人が意識を共有し、家族や

地域社会において互いを思いやりながら結束するこ

とで、多くの困難を克服し発展していくことができるの

ではないかという確信を持ちました。

そのためには、我々高等教育機関はどの方向へ新たな歩みを踏み出せばよいのでしょうか。自然災

害に備えた地域づくり、エネルギーと食糧の安定的確保、環境の保全などの課題に解決を見出そうと

するとき、はたしてこれまでの延長線上に未来を描くことができるのでしょうか。

5回目を迎えた2011年のテーマは「ひとり一人が再考する」。続くいのちのために、そして今あるすべて

のいのちが大切に営まれていくために、これまでの歩みを振り返り、すべての人々にとってサステナブ

ルな社会とは何か、そしてその実現のために私たちにできることは何かを共に考え、未来への一歩に

繋げられる機会となりますよう、切に願っております。

2011年8月

北海道大学

総長 佐伯 浩
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総括

オープニング・セレモニーで説明する本堂理事・副学長

サステナビリティ・ウィーク2011を振り返って

サステナビリティ・ウィーク2011実行委員長

国際担当理事・副学長 本堂 武夫

北海道大学サステナビリティ・ウィークは，2011年，節目となる５年目を迎えました。平成23年３月11日

に東日本大震災が発生し，東北地方を中心に大きな被害をもたらしたことから，テーマを「再考」としま

した。大災害をきっかけとして，これまでの成長の歩みを，今一度考えてみる。実は自然の猛威と常に

隣り合わせに生活している状況下の「持続可能な社会」とはどのような社会なのかを考える必要があり

ます。その上で，私たちにできることは何かを，多くの人たちとともに考える機会にしたいという気持ち

を，このテーマに込めました。

節目の年にふさわしいテーマを掲げたサステナビリティ・ウィーク2011では，10月24日（月）から11月６

日（日）までの２週間に36行事が開催されました。これに前後期間の関連行事を合わせると47の行事

が札幌キャンパスに集いました。

企画の全体像

例年と同様に，行事の形式は実に多様で，国際シンポジウムや市民向けセミナー，映画上映，ディベ

ート大会，展示，研究ポスターコンテストから，学生が主催するアイデアコンテストや弁論大会，キャン

ドル・ナイトの他，ラジオ放送もありました。学生による自転車タクシーの運行は，キャンパスを訪れる

市民の目にも止まることから，サステナビリティ・ウィークを象徴する行事になったように思います。

このように様々な手法，媒体を通じて，持続可能な社会づくりへの関心を高め，最新の研究成果が共

有されるとともに，将来に向けた議論が行われました。

すべての行事を目的に合わせて大きく分けると以下の４つに分類できます。
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1. リスクの中で生き抜く：災害への予防と対応を考える６企画

2. 健やかに人間らしく生きる：Well-beingとQOL（Quality of Life）を考える12企画

3. 調和を見いだす：自然の恩恵を意識し環境を損なわずに暮らす道を模索する15企画

4. 未来への学び：叡智や課題を分かち合い，学びあう14企画

これらの行事の開催にあたっては，海外の研究機関や国際機関，北海道のみならず全国規模の公益

法人や民間企業が，共催者や後援者として，このウィークを支えてくださいました。本学の取組に賛同

くださる方々が増えていることを喜ぶとともに，皆様方のご協力に深く感謝申し上げます。

国際ネットワークの充実

海外協定校からは，ネパールのトリプバン大学やフィンランドのラップランド大学の学長をはじめ，様々

な研究所の所長，また，ブルキナファソ国の農業水利大臣や駐日フィンランド大使といった外国政府要

人が，サステナビリティ・ウィークのために来訪くださいました。

この中で特筆すべきは，フィンランドの諸機関との共催により「北海道－フィンランド・デイズ」と冠した４

つの行事を開催したことです。平成23年３月にフィンランドセンター北海道事務所が開設され，今年の

春には本学のヘルシンキオフイスを設置する。この一連の連携を踏まえた共同開催は，我々の協働関

係を次の局面へと発展させる良い機会となりました。

このような組織的な国際交流の実績は，サステナビリティ・ウィークが本学の目指している「世界に開

かれた交流プラットフォーム」としての機能を備えつつあるという手応えを感じさせます。

サステナビリティ・ウィーク2011の特徴1：SNS

時代を反映し，ソーシャル・ネットワーク・サービス（SNS）を活用しました。サステナビリティ・ウィーク事

務局をはじめ，数多くの行事企画者がツイッターやフェイスブックを活用して広報しました。その中で

も，10月30日に開催した全学企画「GiFT：Global Issues Forum for Tomorrow」は，本学研究者による講

演の様子をインターネットで生放送し，会場以外の視聴者からはツイッターで即時に質問を集め，講演

者が回答するといった方法により，日本全国の人と行事を共有しました。このように，新しい技術を導

入してサステナビリティの議論の輪を広げ，協力のネットワークを築いていくことは，今後ますます重要

になると考えます。

サステナビリティ・ウィーク2011の特徴2：サステイナブル・キャンパス

本学は，平成22年11月にサステイナブル・キャンパス推進本部を開設しました。本学の研究・教育活動

を，より環境負荷を低くする取組を加速させる今，世界の大学でサステイナブル・キャンパスに関わる

専門家を招へいして10月26日に国際シンポジウムを開催しました。環境保全と経済活動が調和する持

続可能な社会のひとつのモデルを提示するために，本学のキャンパスを活かした研究の必要性を再

認識された機会となりました。

サステナビリティ・ウィーク2012に向けて

2008年のG８大学サミットで採択された「札幌サステイナビリティ宣言」を具体化するひとつの方策とし

て，平成24年も第６回目となるサステナビリティ・ウィークを開催します。持続可能な社会実現の担い手

が世界中から集まり，議論する機会を提供するために，北海道大学はしっかりと準備してまいります。 13


